
１．事業の趣旨

２．募集する活動

１） 地球環境維持に関する土木工学の知見を実際の社会で活かしていく活動

２） 地球環境への意識が高い土木技術者や土木技能者を育成する活動

３） 土木工学及び関連する分野での探求を深めることにより地球環境維持に貢献する活動

３．申請者の資格

１） 認定（特例認定を含む）を受けたＮＰＯ法人

２） 高専・大学などの国立大学法人の活動組織

３） その他の非営利法人　　※個人は対象となりません

４．申請者の条件

１） 活動実績があり、遂行できる人的能力があること

２） 財務内容を公開する等、経営の透明性・健全性が確保されていること

３） 暴力団などの反社会的勢力またはその傘下の組織ではないこと

５．活動の行われる期間、場所

１） 平成３１年４月～平成３２年３月における活動

２） 日本国内における活動

６．応募方法・募集期限・発表

１） 所定の申請書に記入のうえ、必要書類とともに財団に郵送してください

２） 平成３１年４月５日(金）までに届いた書類について審議します

３） 結果は４月１９日(金）までに連絡します

４） 応募される方は申請書式を下記のメールアドレスに請求してください

７．金額・募集件数および使途

１） １件３００万円を上限に若干数を募集します

２） 提出していただく活動計画と関係する使途に限ります

８．助成金支払方法、決算の報告

１） 着手金、完了金を原則とし、銀行口座振り込みとします

２） 活動終了後、決算報告を要します

【個人情報について】

申請書式・要領の請求先　ｋｏｂａｙａｓｈｉ-ｓ＠uedazaidan.or.jp　事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　人を大切にする　人の生活を守る　　　～人と地球～
社会インフラの最も大切なものは地球である。地球を人類の利便性や幸福のために活かしていくことを学ぶ学

問が土木工学である。我々は、地球についてもっと探求を深め、地球の引き起こす様々な挙動に対して、安全

に調和的に共生していくことを学ばなければならない。(中略）自然遺産である河川や海、人工の工作物である

道路や橋、トンネルを含め、社会基盤となる資産の支えているものの背景には、多くの人々の生活がある。こう

いった社会インフラにかかわる仕事に携わる人は、つかう人の生活を想像し、安全性、利便性、公共性に思いを

致し豊かさを享受できるような仕事をしなければならない。活動コンセプト2018
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本事業は土木を通じて地球環境を快適に維持することを目的としています。
活動コンセプト「人を大切にする　人の生活を守る」に掲げたとおり、土木工学の知見により生活の
安全を守り、生活を豊かに地球環境を維持することにつなげるものです。
このような市民活動を募集し、助成金によって経済的に支援する事業です。

申請書に記載された個人情報は、もっぱら申請者との連絡、情報提供のために使用します。ただ
し、取得した個人情報のうち、氏名、所属機関名役職については当財団の広報のためホームペー
ジ等に公表することがあります。
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